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近年、公共交通の補完や二次交通の手段として、シェアサイクル（以下、SC）が普及

している。名古屋市では民間事業者 4 社（カリテコバイク、チャリチャリ、HELLO 

CYCLING、LUUP）が SC 事業を展開しているが、市もまちの回遊性向上や観光推進等

の効果を見込み、歩道上や公共駐輪場内などに各 SC 事業者が共同で使用できるスペー

ス（公共ポート：令和 7 年 12 月現在 20 箇所）を設けるなど、SC の普及促進に取り組ん

でいる。なお、4 社のポート場所を統合した SC マップも作成されており、下記 URL、

QR コードからアクセス可能である。 

https://www.nagoya-frontier.city.nagoya.jp/mobility/01/ 

 

【所属機関・連絡先】 

大同大学 建築学部 嶋田喜昭 

 Tel：052－612－6111 E-mail：shimada@daido-it.ac.jp 

まちづくりトピックス 

公共ポート（公共ステーション）の例 

（上）市役所前 （右上）桜通丸の内 （右下）熱田神宮伝馬町 

［提供：名古屋市］ 

PROFILE 

大同大学 建築学部  嶋田 喜昭 

名古屋市のシェアサイクル事業 


